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【目的】 本 研 究 の 目的 は 、 血圧 変 動 と頭 部 酸 素 化 ヘ モ グ ロ ビ

ン量(oxy-Hb)の 変 動 との 関 係 を明 らか にす る こ とで あ る。

【方 法 】 健 常 成 人 男性5名 を対 象 と した。 課 題 動作 は20秒 間

の 息 こ ら え と し、連 統 血 圧 ・血 行動 態 測 定 装 置(Finometer)

に て 平 均 血 圧 を計 測 し、 同 時 に 前額 部 の 頭 皮 血 流 を表 皮 血

流 測 定 装 置(OMEGAFLOW FLD-CI)に て 計 測 した 。 ま

た 、36チ ャ ネ ル脳 酸 素 モ ニ タ(OMM-3000)を 使 用 し、 頭

部oxy-Hbの 変 化 量 を 計 測 した。 【結 果 】 各 測 定 項 目間 の 相

関 関 係 に お い て 、oxy-Hbと 平 均 血 圧 との 間 に 相 関 係 数0.33

～O 、84の有 意 な 正 の 相 関 関 係 を 認 め た(p＜0.01） 。 一 方 、

oxy-Hbと 頭 皮 血流(相 関 係 数-0.01～0.42>、 頭 皮 血 流 と平

均 血 圧{相 関 係 数-0.08～0.52)の 相 関 関 係 に は 、 い ず れ も
一 定 の 傾 向 が 認 め られ ず

、 被 検 者 間 の ば らつ き も大 きか っ

た 。 【考 察 】 息 こ ら え に よ る 血 圧 変 動 がoxy-Hbの 変 動 に 影

響 を及 ぼ す こ と を示 唆 す る 結果 で あ っ た。


